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２ 現行組織の問題点               
このような県内の水道事業の現状について、主として組織面での問題点を整理します。 

ア 末端水道事業の規模について 

現在の県内の水道事業組織を見ると、広域的な水道用水供給事業が県内の各地域で

設立されたことで、水源確保や浄水受水により安全な水を安定的に確保することがで

きました。 

しかし、末端の水道事業においては、一部の地域を除いて広域化が進まなかったた

め、事業規模が小さく経営的・技術的に厳しい状況にある水道事業体が見られます 

【グラフ－１７】。 

 

【グラフ－１７】 地域別に見た水道事業体の規模（給水人口） 

 県内８地域毎の給水人口規模別に見た水道事業体数の割合です。県営水道地域は給水人口１００万

人以上の県営水道があります。北千葉地域や末端水道事業体も広域化した九十九里地域は、給水人口

１０万～２５万人の事業体が多く見られます。香取地域、南房総地域には給水人口５万人未満の事業

体が多く見られます。 
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  ＊出典：「平成１５年度水道統計（厚生労働省）」より。 

イ 県・市町村の役割の明確化について 

前述のとおり、現在の千葉県の水道には、市町村が末端の水道事業だけでなく広域

的な水道用水供給事業を県の関与なしに市町村のみで担っている地域がある一方で、

県営の水道が給水して市町村が水道事業を限定的にしか又は全く行っていない地域

があります。また、高コストとなっている市町村営の末端水道事業に対して料金格差

の是正等を目的として県が市町村と共同で補助を行っています。 
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県と市町村の実際に果たしている役割が県内の地域によって異なること、広域的な

水道用水供給事業と末端の水道事業への県と市町村の関与が複雑に交錯しているこ

とから、県・市町村の水道事業に対する役割が不明確となっています。 

ウ 経営努力の発揮について 

県内の多くの地域においては、水道用水供給事業の下に水道事業があるという、い

わば二階建の構造が取られています。水道事業の上に用水供給事業がある場合には、

受水費という形により全体的なコストの内訳が水道事業からは分かりにくくなりま

す。 

また、コストの高い水道事業に対しては、県・市町村の一般会計が補助を行ってお

り、運営における一般会計への依存度が高い傾向にあります。 

こうしたことから、各水道事業体における経営努力がその経営状況に直接反映され

にくい状態となっています。 

エ 経営環境の地域差について 

千葉県は水資源の担保に不利であることから、県民生活等に必要な水を安定的に供

給しようとする努力の結果、広域的な水資源開発や導・送水等の施設整備に要する費

用の負担が全国的に見ても大きく、かつ、県内での地域差が見られます。現在の県内

の水道を見ると、大きく水道用水供給事業等の単位で８つの地域に細かく分かれてお

り、それぞれの地域での広域的な水資源の確保における時期や地理的条件の違いから

費用負担が地域ごとに異なり、県内でも経営環境に大きな地域差が見られます。 


